
 

 

 

 

 

 

 東日本大震災 10年フォーラムを実施します。 
 

１ 趣旨 

来年 3 月で、東日本大震災の発災から 10 年を迎えます。  

尼崎市では、当時より関わりのある宮城県気仙沼市における震災

の被害や復興、本市との交流等を振り返るとともに、震災の教訓を継

承し、市民や行政がともに今後の防災について考え合うことで、地域

防災の一助となるよう、東日本大震災 10 年フォーラム「学び合おう、

防災の知恵～宮城県気仙沼市の経験から～」をオンライン方式にて

実施します。 

 

２ 開催日時及び開催方法 

   開催日：令和 2 年 11 月 17 日（火） 午後 3 時～午後 5 時 

   方 法：ZOOMによるオンライン方式（YouTubeにてライブ配信を行い、 後日、編集した動画を公開）   

        YouTube「尼崎市災害対策課チャンネル」 

https://www.youtube.com/channel/UCjOjgeg7KhT7ZfRMgoNBC4Q 

 

３ 内容 

 ⑴ 動画上映「気仙沼市と尼崎市の交流」 

⑵ 第 1部 講演会「震災の記憶と教訓」 

講師：佐藤 克美 氏（気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館 館長）  

⑶ 第 2部 パネルディスカッション「命を守る災害情報の伝え方」 

コーディネーター:近藤 誠司 氏（関西大学 社会安全学部 准教授） 

パネリスト：佐藤 克美 氏（気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館 館長） 

菅原 茂 氏（気仙沼市長） 

臼井 弘 氏（気仙沼市自主防災組織連絡協議会 会長） 

稲村 和美（尼崎市長） 

大島 勲 氏（北竹谷自主防災会 防災担当） 

 

４ 気仙沼市と尼崎市の交流 

  尼崎市は、東日本大震災の発生後から、応援職員の派遣などを通じて気仙沼市と様々な交流を

行い、今現在も関係が続いています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

令和２年１１月１３日 

所 属 災害対策課 

所属長 馬淵 勉 

電 話 06－6489－6165 

 

気仙沼市へ野菜や果物を市バスで運び、 

バスも含め寄付しました 

（平成 23 年 4 月） 

気仙沼市へチューリップの 

球根約 2 万球を贈り、満開になりました 

（平成 25 年 5 月） 

https://www.youtube.com/channel/UCjOjgeg7KhT7ZfRMgoNBC4Q

